
力学基礎（美谷島）
基礎事項：
（1） 基本的に、単位はメートル[m]、キログラム[kg]、秒[s]、ラジアン[rad]に直して計算する。長さはlまたはx、重さはm、時間はt、周期はT、角度はθまたはφ、ばね定数はk、角速度はωで置くことが多い。
（2） 位置（座標）を時間の関数x(t)で表す時、速度v(t)[m/s]はx(t)の一回微分、加速度a(t)[m/s2]はx(t)の二回微分で表せる。
（3） 近似として、π2=9.8=g　は使ってよいと思う。gは重力加速度。また、θが小さい時、sinθ=θ, tanθ=θ, cosθ=1も使用していいように思う。
単振動：
　たぶん中間のメインはこれについてかと。単振動の正しい定義は教科書なりネットなりで調べてほしいんですが、要するにつりあいの位置から離れれば離れるほど元に戻ろうとする力が大きくなるような運動。
　運動の式はF=ma=-kx という形になります。上記のとおり加速度はxを時間で二回微分したものなので、二回微分することで正負が変わるようなx、すなわち変数として時間tが用いられるようなcos、sinで表すことができます。基本的にどちらでもいいですが、t=0の時のxの位置が原点（ばねならつりあいの位置、振り子なら真下を通るとき）ならsin、最大値ならcosにするのが楽です。単振動を特定するには、角速度と振幅が必要です。二回微分したときに出てくる係数（k/m）がwの二乗です。
力学的エネルギー保存（エネルギーの単位はJ[kg･m2/s2]）：
　力学的エネルギーには二種類あって、一つは運動エネルギーmv2/2、もう一つは位置エネルギーmah。hは基準点からの加速度と平行な成分の距離で、aは加速度。地球上だったら重力加速度で取ることが多いです。スタート地点とゴール地点で、この二つの和が保存されるという法則です。
万有引力：
　要するにニュートンがリンゴで発見したあれです。質量があるものは引かれ合います。お互いが重ければ重いほど力は強いです。距離が遠いと急激に弱まります。
　式としてはF=G･m1m2 /r2 です。Gは定数です。まず与えられるので大丈夫だと思います。

